
あべ洋祐
よ　う　 す　け愛知県議会議員（豊田市選出） 県政レポート Vol.13

令和８年4月号

〒471-0868
愛知県豊田市神田町1-1-1
西山地産ビル5階
TE L ： 0565-47-8056
FAX ： 0565-47-8057子 育 て 世 代 ど 真 ん 中！ 未 来 へ の 責 任 を 果 た す

過去最大、令和8年度愛知県当初予算が成立
（一般会計総額 3兆2,224億円）

Topics １

国際イベントの開催

予算の概要（一部抜粋）

　日頃のご指導ご支援に心より感謝申し上げます。

　2011年の東日本大震災から15年の歳月が経過しました。被災地出身議員の

一人として、震災の記憶を後世へと伝え続けていくとともに、今後も県民市民の

命を守る取り組みを全力で進めて参ります。

　桜満開の季節、皆さんにとって素晴らしい新年度のスタートになりますように。

子育て・学びの支援

大会業務（競技、宿泊、輸送等）
大会100日前イベント等の実施ほか
●第20回アジア競技大会 2026/9/19～10/4
●第5回アジアパラ競技大会 2026/10/18～10/24

月一定時間まで認可
保育所等を利用でき
る事業（こども誰で
も通園制度）の実施
に対する経費を給付

会議運営支援（飲食、送迎、警備等）の計画策定、
機運醸成イベントの実施ほか
●開催概要 ： 加盟国（69の国・地域）の財務大臣
　及び中央銀行総裁等、約5,000人が参加

アジア・アジアパラ競技大会の開催
（予算額 ： 145,504,538千円）

乳児等支援給付費負担金
※新規（予算額 ： 218,651千円）

保険適用となる生殖医療
（体外受精、顕微授精等）と
併用で実施した先進医療
にかかる費用の7割を補
助（1回あたり5万円上限）

不妊治療への支援
※新規（予算額 ： 277,125千円）

不審者侵入の防止、安心の教育環境確保
のため、2028年度までの3年間で全ての
県立中高に防犯カメラを設置
●附属中学校 9校、高校 146校
※2026年度は中学9校、高校36校に設置

県立中高への防犯カメラ設置
※新規（予算額 ： 60,221千円）

第60回アジア開発銀行年次総会開催支援
（予算額 ： 188,153千円）

防災・減災対策

災害発生時の携帯電話基地局の停波を回避するた
め、携帯電話事業者が実施する携帯電話基地局の
強靭化対策（県施設及び災害拠点病院対象）を支援

県管理道路の全ての区間
（約4,600km、5年間）で
路面下空洞調査を実施

携帯電話基地局の強靭化対策
（予算額 ： 240,000千円）

道路陥没事故の防止
※新規（予算額 ： 325,000千円）

脱炭素・産業支援

公共・民間施設、公用車等で実証導入し、
社会実装を目指す取り組みを支援

●燃料電池商用車普及のため水素と従来燃料の差額を補助
●燃料電池トラックの有料道路通行料金の1/2を補助※全国初

ペロブスカイト太陽電池普及推進
（予算額 ： 107,075千円）

燃料電池商用車燃料費等補助金
（予算額 ： 119,384千円）



日々全力投球！

1/25 愛知県西尾市
津波・地震防災
訓練に参加

ひあて浩介 豊田市議と
定例実施の朝活 2/27

2/27

会派の副政調会長
として議案審議 3/6 連合愛知サブロク

の日街宣行動に
参加

3/10 豊田貞宝次世代
産業地区に関する
知事要望

Topics 2 本会議議案質問「強度行動障害施策推進事業費」
“誰もが輝くあいち”の実現に向けて（３/6）
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質問の背景

①人材育成への取り組み
 ・ 強度行動障害の状態にある方々を受け入れる事業所を増やしていくためには、適切な支援ができる人材の育成や確保が不可欠
●本県が実施する伴走型コンサルテーションの具体的な効果及び今後の取り組みについて伺う

あべの質問

●強度行動障害者受入れの環境整備補助は上限60万円・約20事業所が対象。修繕費は対象外で事業者負担となる
場合もあり、受入不足の一因。補助対象や額の拡充を求める。
●環境整備に当たっては、入居者対応で負担の大きい職員の精神的・身体的負担軽減にも配慮が必要。施設設備や
働き方の改善を支援し、離職防止と人材定着につなげる施策を求める。

あべの意見・要望

●障害福祉サービス事業
所は大幅な増加傾向に
ある一方、現場の人手
不足は深刻（表１、2）
●特に、強度行動障害の
状態にある方々を受け
入れる事業所が不足

 ・ 強度行動障害者への支援力向上のため、専門アドバイザーが約3か月間、事業所を定期訪問する伴走型コンサルを実施。職員の
理解と支援力向上につながった。来年度はアドバイザーを4名から6名へ増員し、受入予定事業所も対象に拡大。さらに、先進事業
所で支援技術を学ぶ実地研修を新たに導入する。

福祉局長の答弁

②ハード面での環境整備への取り組み
 ・ 障害者グループホームでは、入居者のエスケープやもの壊し等が多発
●障害特性に合った施設運用ルールの見直し等で改善可能と考えるが、ハード面での環境整備に対する本県の取り組みについて伺う

 ・ 強度行動障害の状態にある人は光や音の刺激で不安が高まり、自傷や破壊行動が生じることがある。本県は来年度から、環境調整
のための改修や設備整備への補助を行い、事業所の受入体制を支援する。

表１）障害福祉サービス事業所数は
　　10年間で1.8倍に増加

出典 ： 表１）厚生労働省「令和４年社会福祉施設等調査」 表２）きょうされん「２０２５職員不足の実態調査」

2012年

約13万

約24.8万

2022年

表2）人手不足は深刻
充足している
15.8％

不足している
84.2％

障害者グループホーム
NOIE TSUSHIMAを視察

福祉局長の答弁


